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要
旨

本
法
律
案
は
、
国
民
が
美
術
品
を
鑑
賞
す
る
機
会
の
拡
大
に
資
す
る
展
覧
会
の
開
催
を
支
援
す
る
た
め
、
そ
の
主
催
者
が
展

覧
会
の
た
め
に
借
り
受
け
た
美
術
品
に
損
害
が
生
じ
た
場
合
に
、
政
府
が
当
該
損
害
を
補
償
す
る
制
度
を
創
設
す
る
も
の
で
あ

り
、
そ
の
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

一
、
美
術
品
の
損
害
に
つ
き
、
政
府
が
補
償
契
約
を
締
結
で
き
る
こ
と
を
定
め
る
こ
と
。

二
、
対
象
と
な
る
展
覧
会
は
、
国
民
が
美
術
品
を
鑑
賞
す
る
機
会
の
拡
大
に
資
す
る
も
の
と
し
て
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
規

模
、
内
容
そ
の
他
の
要
件
に
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
と
す
る
こ
と
。

三
、
対
象
と
な
る
展
覧
会
の
主
催
者
は
、
当
該
展
覧
会
を
適
確
か
つ
円
滑
に
実
施
す
る
た
め
に
必
要
な
経
理
的
基
礎
及
び
技
術

的
能
力
を
有
す
る
者
で
あ
る
こ
と
と
す
る
こ
と
。

四
、
損
害
総
額
の
一
定
部
分
は
主
催
者
が
負
担
し
、
そ
れ
を
超
え
る
部
分
を
政
府
が
補
償
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
政
府
の
補
償

分
に
つ
い
て
は
、
上
限
額
を
定
め
る
こ
と
。
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五
、
毎
年
度
の
補
償
契
約
の
締
結
の
限
度
額
を
予
算
で
定
め
る
こ
と
。

六
、
文
化
審
議
会
の
意
見
を
聴
い
て
、
対
象
と
な
る
展
覧
会
を
決
定
す
る
こ
と
。

七
、
こ
の
法
律
は
、
平
成
二
十
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
。

な
お
、
本
法
律
案
に
つ
い
て
は
、
衆
議
院
に
お
い
て
、
学
術
的
・
文
化
的
に
価
値
が
高
い
展
覧
会
が
、
大
都
市
に
限
ら
ず
全

国
的
な
広
が
り
の
下
で
開
催
で
き
る
よ
う
政
府
は
配
慮
す
る
と
と
も
に
、
施
行
後
三
年
を
目
途
と
し
て
、
本
法
律
の
施
行
の
状

況
等
を
勘
案
し
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
所
要
の
措
置
を
行
う
も
の
と
す
る
修
正
が
行
わ
れ
た
。


